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各位                                                         2025 年 9 月 10 日 

太陽ホールディングス株式会社 

 

「社内報アワード 2025」の 2 部門でブロンズ賞をダブル受賞 
 
 

太陽ホールディングス株式会社（本社：東京都豊島区、代表取締役社長：齋藤 斉、以下「太陽ホールディングス」）

は、「社内報アワード 2025」（主催：ウィズワークス株式会社、以下「本アワード」）の「紙社内報部門／1 冊子 20 ページ

以上」及び「動画社内報部門」の 2 部門でブロンズ賞を受賞しました。  

 

本アワードは、部門ごとにゴールド、シルバー、ブロンズの 3 段階で評価されます。太陽ホールディングスは本アワード内「紙社

内報部門／1 冊子 20 ページ以上」及び「動画社内報部門」にてブロンズ賞をダブル受賞しました。「紙社内報部門／1 冊

子 20 ページ以上」では 3 回目の受賞、「動画社内報部門」は初めての受賞となります。 

▼ウィズワークス株式会社 

https://wis-works.jp/?lfpeid=E0e4vevH1H4Z&lfmaid=1000184080-1 

▼社内報アワード 2025 審査結果 

159eac4a48b33f8614685dc0c4ea6198.pdf 

【受賞概要】 

①紙社内報部門／1 冊子 20 ページ以上 「#TAIYO 118」 

 

■「#TAIYO 118」のご紹介 

太陽ホールディングスの社内報は、1984 年に創刊し、途中 18 年の休刊期間があったものの、20 年もの歴史があり、社

員の購読率 90％に上る社内コミュニケーションツールです。ブランドステートメント「楽しい世界は、楽しむ人がつくりだす。」をコ

ンセプトに、グループ報として発刊しています。 

本号では「多様化する組織や社会に対応する自律型人材の育成・活用」がどのようにして行われているかを社内に理解して

もらうことを目的に作成しました。太陽ホールディングスはソルダーレジストで世界シェアトップの化学メーカーでありながら、化学を

土台に様々な事業を展開しています。様々な事業があるなかでも、太陽ホールディングスが大切にしているのは「人的資本」で

す。「ヒトを育てる」ことを目的にオープンした研究開発施設「InnoValley」の紹介や、太陽ホールディングスで働く社員を、制

度や労務の面からサポートする人事企画課、長く勤めているベテラン女性社員の昔と今の働き方などを紹介しました。 

https://wis-works.jp/?lfpeid=E0e4vevH1H4Z&lfmaid=1000184080-1
https://shanaiho-navi.jp/wp-content/uploads/2025/08/159eac4a48b33f8614685dc0c4ea6198.pdf
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太陽ホールディングスで働く社員が、どのような意図で新しい施設ができているか、どのような人や仕組みが自分の働きをサポ

ートしているか、それが昔と今でどのように変化してきたかを理解できるような一冊としています。 

 

 

 

■審査員講評（一部抜粋/原文ママ） 

まず貴社が大切にする「人的資本」にしっかりフォーカスされた本誌は、発行目的が明確で、設計も巧み。企画の強弱の付

け方や見せ方のバリエーションも豊富で感心しました。特に、新しく誕生した技術開発センターは、写真メインでありながら特徴

や意義をわかりやすくコンパクトに伝えていて、見ごたえがあります。 

高い閲覧率も納得の出来栄えで、すべての項目を高く評価しました。 

 

②動画社内報部門 「社内ラジオ Taiyo Radio Terminal」 

 

■「社内ラジオ Taiyo Radio Terminal」とは 

事業規模拡大により様々なバックグラウンドをもつ社員が増加している太陽ホールディングスですが、既存社員と新たに入社

する社員、そしてグループ会社間のシナジーが期待される一方、グループの「情報」や「社員」をキャッチアップする機会減少が課

題としてありました。 

そこで製造からバックオフィスといった働き方が異なる社員でも「情報」と「人」の共有ができるよう、社内広報施策の一環とし

て社内ラジオをスタートしました。 

今回応募した社内ラジオは 2024 年度からリニューアルし、「情報」と「人」の共有に加え、社員同士の何気ない会話のキッ

カケになることを目的とした放送となっています。 

 

■審査員講評（一部抜粋/原文ママ） 

今回の放送は、「社員同士の日常会話のきっかけを作る」という目的にしっかりと沿った、非常に良質な企画だと感じました。

パーソナリティの自然なトークをはじめ、趣味や日常、拠点にまつわるトピックなど、聴いた翌日に誰かと話したくなるような内容が

多く、社内コミュニケーションを実際に生み出す設計がよく考えられています。また、食堂での放送、送迎バスでの配信、社内

SNS でのアーカイブ化など、社員との接点の作り方も丁寧で、配信環境が幅広く、社員の行動動線にしっかりと組み込まれて

いる点も非常に高く評価できます。 
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■「社内報アワード」について 

ウィズワークス株式会社が主催する社内報のアワード。全国規模の社内報企画コンクールと優秀企画の表彰イベントからな

る年に一度の社内報の祭典です。2002 年のスタート以来、「コンクール」と事例発表からなる「イベント」はどちらも右肩上がり

に規模を拡大しています。 

「社内報アワード」HP： https://wis-works.jp/award/ 

 

https://wis-works.jp/award/

